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１. はじめに

　近年、建築仕上げ材の意匠デザイン、とりわけインテリア ・

ウォール・デザインへの関心が高まってきている中、塩ビクロ

スなどの乾式工法では得られない自然な風合いを有する左

官・石材調仕上げ、複数色が織り成す独特な質感を演出する

多彩模様仕上げなど、湿式仕上げへの期待感も高まってき

ている。しかし、このような内装意匠仕上げ材の多くは、色の

選択幅や種類が限られており、色彩設計の点から必ずしも満

足されるものではない。

　多彩模様塗料は、日本で５０年以上の歴史をもつ意匠仕上

げ材で、弊社製品「ゾラコート」
１）
も、時代とともにデザインを

変遷し、幸いにも長期にわたって支持されてきた。多彩模様

塗料は、図１に示すように複数色の着色粒子が懸濁分散し

た塗料で、１回の塗装で模様が形成され、左官・石材調仕上

げ材と比較しても、施工が簡便である事が大きな利点となっ

ている。また、多彩模様塗料は、着色粒子の色や大きさ、混

合比率などを変動させる事で、自由に意匠デザインを設計で

きる事から、弊社ではCG（コンピューター・グラフィック）によ

る模様デザインを行い、新規模様開発
２）、３）
の効率化を行って

きた。しかし、カタログ販売による限定された模様の提供だ

けでは、多様化するユーザー要望を十分に満足させるもので

はない。より多くのユーザー要望を実現するために、パソコン

で模様がデザインできるツール「ZolaShop（ゾラショップ）」

を開発するとともに、それに適合する水性多彩模様塗料

「水性ゾラコートⅡ」の開発を行ってきた。

　本稿では「ゾラコート」から「水性ゾラコートⅡ」の開発に

至る技術、および模様デザインツール「ZolaShop」の内容に

ついて述べる。
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２．「水性ゾラコートⅡ」の基本設計

　2.1 基本技術

　従来の「ゾラコート」は、水と油の極性差を利用して、油性

着色相を０．２～３ mm程度の着色粒子として水中に分散させ

た水中油滴型の塗料で、塗装すると着色粒子同士が融着し

連続膜となる。塗料中には着色粒子由来の揮発性有機化

合物（VOC）を多く含み、環境問題や人体への安全性に対す

る高まりから水中水滴型の開発が望まれていた。

　水中水滴型の多彩模様塗料の設計には、極性差を利用で

きない事から、着色粒子を水中で安定に分散させるための

新規な技術の確立が必要となる。「水性ゾラコートⅡ」では、

弊社の廃水処理用粒状担体の製造技術（金属イオンによる

架橋）
４）
を応用し、図２に示すように、着色粒子表面をゲル化

する事で水性着色粒子の安定な水分散を可能にした。乳

化重合法、懸濁重合法に比べて、大きな粒子径（ミリサイズ）

が得られるばかりでなく、分散条件により粒子形状も制御す

る事が可能で、デザイン・ソフト適性も有している。また、同じ
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表面ゲル化手法の一つである寒天を用いた方法よりも安定

性が格段に優れている。

　着色粒子中には、隠ぺい性を考慮し、着色顔料として酸化

チタン、酸化鉄、カーボンブラック顔料等を配合し、基体樹

脂には、外装にも適用できるよう、耐候性・耐久性に優れる高

分子量樹脂を用いた。カプセル化された着色粒子同士は融

着せず、塗装後連続膜を形成しない事から、バインダー樹脂

成分が必要となる。「水性ゾラコートⅡ」は、耐久性と環境改

善を考慮し、耐久性が高く汚れにくい水性エマルションをバ

インダー樹脂成分とする事で、塗料中のVOCを１％以下に抑

え、塗膜性能の両立を達成する事ができた。

　2.2 水性着色粒子の設計

　模様デザインソフトでCG再現するために、多彩模様塗料

の着色粒子には以下の条件が必要となる。

　◆粒子径は正規分布である事。

　◆粒子径は０．５mm以上（１m離れた距離から模様が認識

　できる
５）
）である事。

これらの条件を前提に水性着色粒子の設計を行った。

　2.2.1  着色粒子の圧縮破壊強度

　着色粒子を仕上げ材として用いるには、貯蔵や輸送してい

る時に、着色粒子の崩壊及び内包物の溶出がない事が必要

である。着色粒子の圧縮破壊強度と水中での安定性、塗膜

平滑性との関係を図３に示す。圧縮破壊強度は着色粒子表

面の架橋度で制御できる。水中での安定性は、着色粒子を

水中に一定時間放置した時の着色粒子と水の状態から評価

し、塗膜平滑性は、塗膜断面観察による粒子の高さから評価

した。着色粒子の圧縮破壊強度が低いと水中で崩壊し始

めるが、圧縮破壊強度を上げれば、着色粒子からの溶出も少

なくなる。反面、圧縮破壊強度が高すぎると、塗膜表面の平

滑性は低下する。本開発品では、架橋度を調整する事で、着

色粒子の水中での安定性と塗膜平滑性を両立させた。

が認識できなかった。試料Cでは、１mm以上の大きい粒子

が30％以上になり、模様ははっきり認識でき、意匠性も高くな

るが、凹凸が大きくなり、表面の“ざらつき”が多く、内装仕上

げ材として好ましくはなかった。粒子径分布としては試料B

が、意匠性仕上げ材として平滑性、模様認識性の両方に優れ

る事が判った。

　2.2.2  着色粒子の粒子径分布

　粒子径分布の異なる３種類の着

色粒子を作成し、仕上り性との関

係を調べた。図４に粒子径分布を、

表１に評価結果を示す。試料Aの

ように大きい粒子が少ないと、塗装

後も得られる模様粒子が小さく、１

ｍ離れた距離からでは、色の違い
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　2.2.3  着色粒子濃度

　意匠仕上げ材中の着色粒子濃度は、仕上り性、隠ぺい率、

塗膜物性に影響する。図５に着色粒子濃度と塗膜の伸び

率、隠ぺい率との関係を示す。着色粒子濃度が高くなると、

隠ぺい率は向上するが、塗膜の伸び率は低下する。着色粒

子そのものには造膜性がない事から、その濃度が高くなると

健全な塗膜形成が難しくなるためと考えられる。

３．「水性ゾラコートⅡ」の特長
　

　「水性ゾラコートⅡ」は以下に記載した種々の特長を有し、

従来の「ゾラコート」に比べて、既に述べた環境性能の他、

施工性とデザインの自由度が大幅に向上した。着色粒子

の色、混合比率なども自由に変える事ができるので、時代の

ニーズに合ったデザインの提供が可能である。

　3.1  健康・環境・安全性

　非危険物の水性塗料で、VOCは１％以下。トルエン、キシレ

ン、鉛、クロムなどの有害物質も含まない。ホルムアルデヒド

放散等級区分はＦ☆☆☆☆（内装で面積の制限を受ける事

なく使用できる）。

　3.2  デザイン性

　模様バリエーションが豊富で意匠性に優れる。標準模様

は、図６に示す２５種類であるが、ユーザーニーズに応じてオ

リジナル模様の提供が可能である。

　3.3  JIS適性および塗膜性能、メンテナンス性

　「水性ゾラコートⅡ」は、内装の規格であるJIS K 5667の

２種 多彩模様塗料の規格を満足する。表２にJIS K5667の

２種の規格と試験結果を示す。また、耐久性を評価するた

め、促進耐候性試験を行った。キセノンウェザーメーターで

２,０００時間経過後、水中油滴型の「ゾラコート」では変色、ワ
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レ、チョーキングがみられたが、「水性ゾラコートⅡ」では問

題なく良好であった。本品は、現在内装用途として販売して

いるが、今後は更に品質を見極めた上で外部への展開も検

討する。

　また、メンテナンス性にも優れ、手垢、カビ等による室内汚

れがつきにくく、汚れても中性洗剤で除去でき、油性マジック

などは消しゴムで消す事もできる。

　3.4  塗装仕様

　内装のコンクリート面、モルタル面、石膏ボード面など一般

壁面の標準塗装仕様を表３に示す。中塗として専用のつや

消し塗料を用い、下塗～中塗～上塗の３工程で多彩模様仕

上げができる。下塗を変更する事で木部、鉄部などの各種

素材への塗装も可能である。塗り替えで旧塗膜のヤニがひ

どい場合は、塗装前に洗浄すると共に、ヤニ止め機能のある

「セラマイルドエコ」を下塗として用いる。

　3.5  施工性

　「水性ゾラコートⅡ」の塗装は、一般の建築用塗装用具が

適用できる。ゾラコートガン（加圧式カップガン）、リシンガン

にて施工作業性と仕上り性について検討を行なった結果を

表４に示す。外部混合型式の加圧式カップガン（口径２．５ 

mm）と内部混合型式のリシンガン（口径３．８mm）において

は、作業性、仕上り性共に問題なく良好であった。他方、従

来の水中油滴型ゾラコートで用いられていた内部混合型式

の加圧式カップガンは、塗装時の吐出量が少なく、塗りムラ

になり適性がない事が判った。

　塗料吐出時のイメージを図７に示す。模様粒子の微粒化

と吐出量のバランスが重要である。外部混合型式の場合、

微粒化能は良いが、ノズル径が小さく吐出量が少ないため

に、塗料を圧送する加圧式カップガンが適している。内部

混合型式の場合は、内部で空気と混合した塗料粒子がノズ

ルから吐出するが、その際にノズル径が小さいと目詰まりが

発生し、逆に大きすぎる場合には、微粒化能が低下して塗り

ムラとなる。吹付けタイル用のガンはリシンガンと基本構造

は同じであるが、内部のエア吐出部とノズル先端までの距離

が長く、微粒化が悪く適性はない。



34塗料の研究　No.150  Oct.  2008

新
技
術

建築用水性多彩模様塗料「水性ゾラコートⅡ」とデザインツール「ZolaShop」の開発

　また、「水性ゾラコートⅡ」小面積の仕上げや補修などに

は、砂骨ローラーでも塗装が可能である。これは、カプセル化

された着色粒子表面はローラーによる塗装でも崩れない強

度を有している事と、粘性制御によるものである。図８に「水

性ゾラコートⅡ」の粘性挙動を示す。特殊なレオロジーコン

トロール剤の併用により、高シェアでの粘度を確保し、図９に

示すようにローラー塗装時のローラー配り性が著しく向上し

ており、途中で塗料が途切れる事無く塗装できる。

　また、施工時についた傷、汚れが容易に補修できなければ

ならない。「水性ゾラコートⅡ」は、石材調塗料等に比べ塗付

量が少ないので、塗面の補修性も容易で、その部分だけ塗装

すれば、補修跡はわからなくなる。模様デザインと施工実績

を写真１に示す。

４．模様デザインツール「ZolaShop（ゾラショップ）」

　4.1  「ZolaShop」の概要

　「水性ゾラコートⅡ」は、色相、明度、彩度の異なる着色粒

子の組み合わせで、インテリアイメージから様々な模様が得

られ、その組み合わせは無限となる。着色粒子の組み合わ

せで得られる模様を、容易にパソコン上でCG化できるツー

ルが「ZolaShop」であり、塗膜表面の画像処理情報と塗料

中の着色粒子の色、形状、大きさ、混合比率などの配合情報

をもとに演算、CG化する事を基本としている。模様の色や

混合比率を調整して好みの模様をデザインできる他、スキャ

ナーで読み込んだ風景や花等の画像から、そのイメージに

近い模様をデザインする事もできる（写真２）。

　4.2  「ZolaShop」によるデザインサービス

　「ZolaShop」から得られるオリジナル模様での施工を可

能にする塗料製造・販売システムを構築するとともに、以下の

２通りのデザインサービスを設定した。

　①プレミアムデザインサービス：弊社のカラーデザイナー

が「ZolaShop」の基本ツールを操作し、直接ユーザーか

らの要望を反映してオリジナル模様をデザインし、その塗

料を提供するサービス。

　②カスタムデザインサービス：「ZolaShop」簡易版（CD－

ROM）をユーザー自らが操作してデザイン模様を選定、そ

の塗料を提供するサービス。

　以下、カスタムデザインサービスについて、その内容を述べ

る。

　「ZolaShop」簡易版には、「ZolaShop」基本ツールを使っ

て作成した１，０００種近い模様が収録されており、ユーザー

は、各インテリアイメージの中から自分の好きな模様を選定

する事ができる。選定した模様の塗り見本は、ガイドに基

づいて要求すれば入手する事ができ、迅速な塗料入手も可

能である。「ZolaShop」簡易版は、関西ペイントホームペー

ジ（http://www.kansai.co.jp）から「水性ゾラコートⅡ」カスタム

デザイン作成ツール「ZolaShop」にアクセスすれば、入手で

きる（無償）。
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　「ZolaShop」簡易版を起動すると、写真３の画面となる。

インテリアイメージ、花のイメージ、色相（社団法人 日本塗料

工業会 色見本番号）の３通りのメニュー設定になっている。

　インテリアイメージを選択すると、エレガント、クラシック、

ナチュラル、バラエティ、モダンの５つのイメージ選択画面（写

真４）となる。ちなみに、この５つのインテリアイメージは、株式

会社 日本カラーデザイン研究所が開発したカラーイメージ

スケール
６）
の中から選ばれている。５つのイメージからいずれ

かを選択すると、写真５の画面となり、さらに明度、色相、石

目調を変えたイメージの模様を探す事が可能となっている。

以下にカラーイメージスケールに基づいたインテリアイメージ

とデザインした模様を示す。
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■エレガントイメージ（写真６）

定義 ： グレイッシュな色合いで、派手さとコントラストを抑え

た上品なイメージ。色相は、R（赤）系やRP（赤紫）系の暖色

系を基調に、中～低彩度のソフトなトーンで構成する。

■クラシックイメージ（写真７）

定義 ： 茶系、黒、オリーブグリーンなどを用いて、深みのある

上質感を表現したイメージ。

　色相は、YR（黄赤）系で、中～低彩度の暗めのトーンで構

成する。
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■ナチュラルイメージ（写真８）

定義 ： ベージュ、アイボリー系を中心に、穏やかで明るいイ

メージ。

　色相は、YR（黄赤）系～Y（黄）系で、中～低彩度の明る

めのトーンで構成する。

■バラエティイメージ（写真９）

定義 ： 多色相でコントラストのある、にぎやかで楽しいイメー

ジ。

　様 な々色相・明度・彩度を網羅して構成する。他のデザイン

イメージに比べ彩度が高めで鮮やかな印象が特徴。
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■モダンイメージ（写真１０）

定義 ： 白や黒を基調に、鮮やかな色を組み合わせたり、明度

コントラストをつけるなど、大胆でコントラストの強い都会的

でクールなイメージ。

　色相は、B（青）系やBP（青紫）系、N（ニュートラル）系を

基調に、アクセントでコントラスト感のある着色粒子を組み合

わせて構成する。

５．おわりに

　「水性ゾラコートⅡ」と「ZolaShop」は、２００８年５月に、社

団法人 大阪工研協会の第５８回工業技術賞を受賞した。

「水性ゾラコートⅡ」は健康・環境配慮塗料で、「ZolaShop」

によるオリジナル模様デザインの設計と迅速な塗料提供の

システムが評価されての受賞となった。また、多彩模様仕上

げは、クロスなどと比べても独特な質感を演出できる事か

ら、住宅・学校・幼稚園および一般建築物にとどまらず、デザ

イン性が求められるショッピングモールやホールなどへの需

要が見込まれる。

　今後は、消臭、ホルムアルデヒド吸着・分解、調湿など新し

い機能を付与し、居住者を重視した快適空間を演出し、健康

で快適な暮らしをサポートできる仕上げ材として育てていき

たいと考えている。
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